
■　スイタイガイロ 

　弟三日目のパフォーマンスは、アバンギルドUrBANGUILDにて19:00から始まった。
ところで、スイタイガイロって？漢字にすると、錐体外路。意識の統御の外部にある身体
の動きだそうだ。いったい何が起こるのか！？ 
　　　出演：　竹ち代毬也　山口恵子＆ryotaro　正朔　黒子沙菜恵＆太田ヒロ      

竹ち代毬也 
　舞台上に置かれた小さな机で、竹ち代氏は本を読んでいる。日常の風景だ。すると唐突
に激しく机を叩く、背筋が変に伸びる、爪で机を引っ掻く、腕がうねりだす…ふいにまた
本に戻る。客席からは、くすくす笑い声が聞こえる。 
　坂本冬美の曲が流れすと、まるでドラマのワンシーンのようになった。日常の中に、ふ
と吹き出す異常な動き。異常というより、感情の動きのようにも思えた。終わる頃には、
竹ち代氏がいじらしい女性に見えてしまっていた。 

山口恵子　＆　ryotaro 
　ryotaro氏のエレクトロニックな音とアコーディオンの世界楽しむ。そこに山口氏が、
両手に箱をもって登場。箱をもった動きが面白い。箱を置き、ぶかぶかの黒いジャケット
を羽織るとイメージが一変し、鬼気迫る雰囲気になった。ジャケットと踊る。美しい動き
と無造作な動きが繰り返され、激しさを感じさせた。 
　再び箱を持つ。切断されたような動きとゆるやかに流れるような動き。まるで身体が話
をしているよう。風変わりな短編映画を見た気分になった。 

正朔 
　客席から登場した正朔氏は、大きな新聞紙を引きずりながら歩いていく。舞台にあがる
と、紙の上に寝転んだ。うなされているのか、痙攣したり硬直したりを繰り返す。その様
子は、目覚めても覚めない夢の世界にいる人のようだ。 
　白い着物を羽織ると、祈りのような立ち姿になった。緻密にエネルギーが行き渡った身
体。その動きは、波動を起こし空間を震わせる。そして見上げた先には、空間が遥か彼方
までひろがっていく。正朔氏はその先に何を見たのだろうか。 
　あっという間の出来事のように幕を閉じた。 

黒子沙菜恵　＆　太田ヒロ 
　原始音楽とも感じる音とリズム。その音にはやし立てられるように動く黒子氏の身体。
手が勝手に動き出そうとしている。狂い動く身体の一部。何かに取り憑かれたような動き
だ。その何かが去ると、鎮まる。そして再び入ってくる。踏ん張りのたうって、入ってく
る苦しみを踊っているように見える。我に戻った身体に音が誘いにくると、彼女の身体の
なかでせめぎ合いが起こっているのが伝わってくる。 
　荒くれるエネルギーのダンスの後、大地に還るように沈んでいく身体を見た。 



　スイタイガイロ。それぞれのスイタイガイロ。企画責任者の袋坂ヤスオ氏は、ダンサー
達が、テーマをそれぞれにひねってぶつけてきたことに関心していた。 
　舞台を見て浮かんできたイメージは、鋭い感情の経路、宇宙の生理現象、エネルギーの
噴火、裂け目…。統御できない存在は少し怖い。そしてそれを目撃すると、ハッとさせら
れるのだ。 

公演後、熱気に包まれた 
　　　アバンギルドの風景。 
　　　　　＆ 
　　　　記念撮影 

■　始まりと終わりに 

　「舞踏という問い」もちょうど中日の弟四日目を迎えた。会場はソーシャルキッチン
Social Kitchenにて18:30startだ。今日は、主演者が最多の11名。舞踏の周辺にいる
ダンサーや、舞踏をちょこっと意識しつつ表現を模索しているパフォーマー達、と紹介さ
れている。ソロ・即興という制約つき。楽しみだ。 

あたしよしこ 
　窓から明るい光が差し込む中、自作の書が書かれた、紙の垂れ幕の下から登場。ふんわ
りした色とりどりの衣装に、かわいくも怖いお面を付けた姿だ。お面を外した白塗りの顔
は、きょとんとして何かに驚いているよう。息づかい、笑い声が動きの中に巻き込まれい
く。その存在感は、突如表れた妖しい妖精のようだった。 



ひらのあきひろ 
　薄暗い中、壁にもたれ背中を丸めている。と、左手の袖から光が漏れた。袖の中に懐中
電灯をしのばせているようだ。光は手の中で、小さくなったり大きくなったりしている。
光を持った左手を慈しみ、まるでその光が彼のすべてであるように見える。最後はその光
を食べた‥！ような驚きと楽しい演出があった。 

中村美晴 
　すっかり暗くなり、白熱灯の照明になった。物憂げな表情で歩いている。「何処かへ行
こうとしている。遠くへ行こうと…」とぎれる声。その眼差しは強い。足を強く引きずっ
たり、床をせわしなく爪でこすったり、静かな中に見え隠れする激しさ。一人の女性の情
念の、その奥行きの深さと愛しさを見た気がした。 
　 
坂田かおり 
　四つん這いになって地べたをゆっくり進む。背中がうねったかと思うと、強く踏みしめ
て歩みだす。その動きは、のびやかな彼女の野生のようだ。密度を増す空間。柔らかな動
きや、エネルギーと格闘するような場面もあった。終盤、彼女の動きも視線も、すうっと
空間の中に入っていったかのような印象的な表情を見せた。 

市川まや　＆　尾崎伸行 
　背広を着た男性と赤いドレスの女性。男性は座り込み、周りにバケツやオルゴールを並
べる。「知識が強すぎる！」と発したり鼻歌を歌ったりする。女性はお人形のような存在
感で無邪気に過ごしている。２人は殆ど関わらない。バケツを蹴飛ばされても男性は動じ
ない。その様子に、観客の想像力は掻立てられていく。最後にもう一人加わった。玉邑浩
二だった。 

玉邑浩二 
　ゆるやかに交替が行われ、玉邑氏一人となった。中央に立ってあたりを見回している。
とても静かだ。腕が少しずつ浮かぶように上がっていく。粒子のような細やかなエネルギー
がひろがっていくように、身体が限りなくゆっくり動いていく。宙ぶらりんのまま、絶え
ず鎮まっているような身体。不思議な空気感だった。 

ケる子　＆　竹田恵子 
　横たわるケる子氏。恵子氏が登場すると、大きな紙を広げてケる子氏の上に乗せた。そ
の上から何かを描いていく。暴れる人間キャンバスと、覆いかぶさるように描き続ける恵
子氏。紙の音が嵐のようだ。ついに凄まじい勢いで、ケる子氏は起き上がった。ここで一
幕が終わった。 
　ケる子氏がひとり、秒速コントを行う。舞踏やダンスにまつわる「あるある」な事柄を
ユーモアたっぷりに体現していく。場は和み、笑いがおこった。その後踊り始めたケる子
氏は、清々しい風のような舞を見せた。手に持った小枝を胸元にさし、力強くしなやかに
踊った。 



マツモトキヨカズ　＆　山本雅史　（＋ケる子　市川まや） 
　包丁芸術と音楽とダンス…どうなるんだろうと、観客は期待を膨らます。まな板の上に
は立派なカツオがのっている。傍らには、山本氏が機械（ミキサー）を操り、軽快な電子
音を作り出している。カツオはマツモト氏によって、鮮やかに捌かれていく。そして切り
離した頭を持ち上げる、取り出した内蔵と踊る…！ケる子氏とまや氏は、お皿と霧吹きを
持って踊っている。なんと！山本氏がまな板を弾いているではないか。やがて捌かれたカ
ツオが網にのせられバーナーで焼かれ始めると、会場内は良い匂いにむせかえった。慣れ
親しんだ「食欲」というものが圧倒的な存在感を持つ中、客席はおおいに盛り上がる。一
本下駄を履いたマツモ氏が、「私が倒れたらカツオのたたきが食べれなくなりますよ～」
と絶妙なトーンでつぶやき、終演となった。 

■ 

　 
　今日の公演は、最も中日にふさわしいと言えるのではないか。風向きが変わり、新たな
風が吹き抜けていく。始まりと終わりに、って素敵な言葉だ。舞台が終わって、この言葉
との関係を考えてみる。よくわからない。だけどそんなことは良いのだ、と風のごとく気
持ちよく、そう思えた。 

カツオのたたきの香ばしい匂
いにむせかえる、 
ソーシャルキッチン。 
舞台挨拶のひとコマ。 

　　
　　

　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　　　　 
　　　　包丁芸術と音楽とダンスの模様も→


